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平成２５年 ２月 ４日

国土交通省東北地方整備局

三 陸 国 道 事 務 所

三陸沿岸道路（尾肝要道路）
お か ん よ う

尾肝要トンネルの貫通式のお知らせ
お か ん よ う

三陸沿岸道路の一部を構成する「尾肝要道路」は、復興道路として、線

形不良区間の解消をはじめ、災害時の救援活動の支援など、地域の皆様方

から早期完成への強い期待が寄せられております。

このたび「尾肝要トンネル（延長2,736m）が、三陸沿岸道路として初め

て貫通し、貫通式を執り行うこととしましたので、お知らせします。

なお、貫通式の詳細については、下記及び別添のとおりです。

記

１．式典日時 ： 平成２５年２月１０日（日曜日）１０：００～１２：００頃

２．式典場所 ： 岩手県下閉伊郡田野畑村地内（尾肝要トンネル坑内）
し も へ い ぐ ん

３．主 催 ： 株式会社 間組 東北支店

４．式典内容 ： 別紙１のとおり

５．尾肝要トンネルの概要

①トンネル延長：Ｌ＝２，７３６ｍ

②工 事 期 間：平成２３年３月２４日～平成２５年３月２９日

③施 工 者：株式会社 間組 東北支店

④掘 削 工 法：ＮＡＴＭ（ナトム）による補助ベンチ付き全断面掘削工法

（発破掘削）

《発表記者会：岩手県政記者クラブ､宮古記者クラブ､久慈報道機関、東北専門記者会各社》

問い合わせ先

【事業に関すること】

国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所

ＴＥＬ ０１９３－６２－１７１１（代表）

副 所 長 三ヶ田 章 （内線２０４）
み か た あきら

工務第一課長 舩 木 仁 （内線４１１）
ふ な き ひとし

三陸国道事務所のホームページ並びに「復興道路の進捗状況」に関する情報は

で検索できます



〔別紙１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通省三陸国道事務所で事業を実施している国道４５号「尾肝要道路」におい

て、「尾肝要トンネル（Ｌ＝２，７３６ｍ）」が貫通の運びとなり、下記の日程により

貫通式を執り行うこととしましたのでお知らせします。 

 

記 

１．日 時：平成２５年２月１０日（日）１０:００～１２:００頃 

２．場 所：岩手県下閉伊郡田野畑村地内（尾肝要トンネル坑内）《別紙地図のとおり》 

３．主 催：株式会社 間 組 東北支店 

４．式典内容：別紙次第のとおり 

５．尾肝要トンネルの概要 

①トンネル延長：Ｌ＝２，７３６ｍ 

②工 事 期 間：平成２３年３月２４日～平成２５年３月２９日 

③施 工 者：株式会社 間 組 東北支店 

④掘 削 工 法：ＮＡＴＭ（ナトム）による補助ベンチ付き全断面掘削工法（発破掘削） 

⑤発 注 者：国土交通省東北地方整備局 

⑥服    装：平服可。ヘルメットをご用意しております。 

 

発表記者会：岩手県政記者クラブ、宮古記者クラブ、久慈報道機関、東北専門記者会各社 

 

問い合わせ先 

《貫通式や施工内容に関すること》 

株式会社間組東北支店 尾肝要トンネル作業所 

岩手県下閉伊郡田野畑村菅窪２２３－６２   電話 0194-37-3131 

北工区（副所長） 菅
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南工区（副所長） 坊
ぼう

 沢
ざわ

  慎
しん

 太
た

 郎
ろう

 

記者発表資料 

一般国道４５号 尾
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道路 
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トンネルの貫通式を行います 
～復興のリーディングプロジェクトが大きく前進します～ 

 



 

 

尾肝要トンネル貫通式 

 

                           平成２５年２月１０日（日） 

          １０時００分～１２時００分頃 

次 第 

一、開式 

 

一、貫通発破準備完了報告 

   

一、貫通発破 

 

一、貫通確認 

 

一、貫通点清め 

 

一、通り初め 

 

一、樽神輿入場 

 

一、事業者挨拶 

 

一、来賓挨拶 

 

一、鏡開き 

 

一、乾杯 

 

一、施工者謝辞 

 

一、万歳三唱 

 

一、閉式 

以上 

別紙次第 



至　久慈市

至　宮古市

国道４５号　尾肝要トンネル工事　貫通式典会場位置図

尾肝要トンネル
Ｌ＝２，７３６ｍ

　【式典会場入口】
　（国道45号に案内看板を設置しております）

 道の駅　たのはた

　　 しいの

　思惟大橋

 田野畑村役場

　係員の誘導により、トンネル内までお進み下さい

駐　車　場
（トンネル内）

式 典 会 場
（トンネル内）




